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この ガイドでは、 コンピュータのハード ドライブおよびオプティカル 
ディスクドライブの使用方法について説明します。 
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ドライブの取り扱い上のを意 


ドライブは、コンピュータコンポーネントの中でも繊細なコンポーネン 
卜です。そのため、注意して取り扳う必要があります。ドライブを取り 

キ及う前に、次に示す注意事項を参照してください。特定の手順に関する 

注意事項は、操作手順の説明に含まれています。 

を意： コンピュータやドライブの損傷、または情報の損失を防ぐため、 

な下の点に注意してください。 

■ コンピュータ や外付けハードドライブの電源を入れたままある場 
巧から別の場所へ移動させるような場合は、必ず事前にスリープを 
起動して画面表示が消えるまでお待ちください。 

■ ドライブを取りあう前に、塗装されていない金属面に触れるなどし 
て、静電気を放電します。 

■ リムーバブルドライブまたはコンピュータのコネクタピンに触れ 
ないでください。 

■ ドライブは慎重に取り扱い、絶対に落としたり強い力を加えたりし 
ないでください。 

■ ドライブの着脱を行う前に、コンピュータの電源を切ります。コン 
ピュータの電源が切れているか ハイ バ ネー シヨン状態なのか分か 
らない攝合は、まずコンピュータの電源を入れ、次にオペレーティ 
ンダシステムから電源を切ります。 

■ ドライブをドライブベイに挿入するときは、無理な力を加えないで 
ください。 
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ドライブの取り扱い上のを意 


■ オプティカルドライブ内のメディアへの書き込みが行われている 
ときは、キーボードから入力したり、コンピュータを移動したりし 
ないでください。書き込み処理は振動の影響を受けやすいためで 
す。 

■ バッテリパックのみを電源として使用している場合は、メディアに 
書き込む前に、バッテリパックが十分に充電されていることを確認 
してください。 

■ 高温または多湿の攝所にドライブを放置しないでください。 

■ ドライブに洗剤などの液体を垂らさないでください。また、直接液 
体クリ ーナーな どを吹きかけないでください。 

■ ドライブベイからのドライブの取り外し、ドライブの持ら運び、郵 
送、保管などを行う前に、ドライブからメディアを取り出します。 

■ ドライブを鄰送するときは、発泡ビニールシートなどの緩衝材で適 
切に栖包し、栖包箱の表面に「コワレ モノー 取りおい注意」と明記 
してください。 

■ ドライブを磁気に近づけないようにしてください。磯気を発するセ 
キュリティ装置には、空濯の金属探知器や金属探知棒が含まれま 
す。空灌の機内持ち込み手荷物をでチェックするベルトコンベアな 
どのセキュリティ装置は、磁気ではなく X 線を使ってチェックを行 
うので、ドライブには影響しません。 
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ドライブランプ 


ドライブランプは、ハードドライブまたはオプテイカルドライブにア 
クセスしているときに点滅します。 

皮、お使いのコンピュ ータの 外観は、図と多少異なる場合があります。 



ライブ 


2-1 




3 

ハードドライブ 


ハードドライブの交換 

A を意： システムのロックや情報の損失を防ぐため、な下の注意を守って 
* ~‘ ください。 

■ ハードドライブベイからハードドライブを取り外す前に、コン 
ピュータの電源を切ってください。コンピュータの電源が入ってい 
るときや、スリープまたはハイバネーシヨンの状態のときには、 
ハードドライブを取り外さないでください。 

■ コンピュータの電源が切れているかハイバネーシヨン状態なのか分 
からない場合は、まず電源ボタンを押してコンピュータの電源を入 
れ、次にオペレーテイングシステムをシャツトダウンしてください。 


お使いのコンピュータの外観は、図と多少異なる場合があります。 


ドライプ 


3-1 



M - ドドライブ 


ハードドライブを取り外すには、な下の手順で操作します。 

し 必要なデータを保存します。 

2. コンピュータの電源を切り、ディスプレイを閉じます。 

3. コンピュータに接続されている外付けデバイスをすべて取り外しま 
す。 

4. 電源コンセントから電源コードを抜きます。 

5. コンピュータを裏返して安定した平らな場所に置きます。 

6. コンピュータからバッテリパックを取り外します。 

7. ハードドライブベイが手前になるように置き、ハードドライブカ 
バーの 2 つの ネジ〇を緩めます。 

8. ハード ドライブカバーを持ち上げて©、コンピュータから取り外し 
ます。 
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ハードドライブ 


9. ハードドライブのネジ〇を緩めます。 

10. ハードドライブタブを左方向に引いて©、ハードドライブの固定を 
解除します。 

11. ハードドライブをコンピュータから持ち上げます@。 



ドライブ 
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ハードドライブ 


ハードドライブを装着するには、な下の手順で操作します。 

し ハードドライブを、ハードドライブベイに挿入します〇。 

2. ハードドライブタブを右方向に引いて©、ハードドライブを固定し 
ます。 

3. ハードドライブのネジ©を締めます。 
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ハードドライブ 


4. ハード ドライブ カバーの タブ〇 を、コンピュータの くぼみに合わせ 
ます。 

5. カバーを 閉じます@。 

6. ハード ドライブ カバーの ネジ©を締めます。 



ドライブ 
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4 

ナプテイカルドライブ 


DVD - ROM などのオプティカルドライブは、オプティカルディスク （CD 
および DVD ) をサポートします。これらのディスクは、情報を保管また 
は移動したり、動画や音楽を再生したりするために使用します。 DVD の 
方が、 CD より大きい容量を扱うことができます。 

お使いのコンピュータの外観は、図と多少異なる場合があります。 


ドライプ 
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ナプティカルドライブ 


お使いのモデルによって、オプティカルドライブでは次の表に示すよう 
にコンピュータから読み取りまたは書き込みができます。 


オプティカル 
ドライブの種類 

CD-ROM 

および 
DVD-ROM の 

読み取り 

CD-RW 

への 

書き込み 

DVD±RW/R 

への 

書き込み 

DVD±RW 

□しへの 

書き込み 

LightScribe CD 

または 

DVD±RW/R への 

ラベルの印刷 

DVD-ROM 

ドライブ 

可 

不可 

不可 

不可 

不可 

DVD-ROM/ 

CD-RW コンボ 
ドライブ 

可 

可 

不可 

不可 

不可 

DVD±RW/ 

CD-RW マルチ 

ドライブ 

可 

可 

巧 

不可 

不可 

DVD+R/RW 

ドライブ 
(2 層記録対応） 

可 

可 

巧 

巧 

不可 

LightScribe 

可 

可 

巧 

巧 

可 


DVD+R/RW 
ドライブ 
(2 層記録対応) 


%,ここに 示ずオプティカルドライブによっては、コンピュータでサポートされていない場 
合もあります。サポートされているオプティカルドライブが上記の一覧に記載されてい 
ない場合がありまず。 
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ナプティカルドライブ 


オプティカルディスクの挿入 

しコンピュータの 電源を入れます。 

2. ドライブの フロント パネルにあるリリース ボタン 〇を押して、メ 
ディアトレイが少し押し出された状態にします。 

3. トレイをゆっくりと引き出します@。 

4. CD または DVD の表面に触れないように端を持ち、ラベルを上にし 
てトレイの回転軸の上に置きます。 

%, メディアトレイが完全に開かない場合は、ディスクをを意深く傾けて回睹 
軸の上に置きます。 

5. ディスクをそっと下に押して®、トレイの回転軸にはめ込みます。 



6. メディアトレイを閉じます。 


ディスクの挿入後、プレーヤの起動まで少し時間がかかりますが、これ 
は通常の動作です。起動するメディアプレーヤをあらかじめ選択してい 
ない場合は、 [自動再生] ダイアログボックスが開き、メディアの コンテ 
ンツ（内容）をどのように扱うかについての選択を求められます。 


ドライプ 
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ナプティカルドライブ 


オプティカルディスクの取り出し（電源使用時） 

コンピュータ が外部電源またはバッテリ電源で動作している場合は、な 
下の手順で操作します。 

しコンピュータの 電源を入れます。 

2. ドライブの フロント パネルにあるリリース ボタン 〇を押して、メ 
ディアトレイが少し押し出された状態になったら、トレイをゆっく 
りと引き出します©。 

3. 回転軸をそっと押しながらディスクの端を持ち上げて、トレイカ> ら 
ディスクを取り出します®。ディスクを扱うときは、表面に触れな 
いように端を持ってください。 

%, メディアトレイが完全に開かない場合は、ディスクを注意深く傾けて取り 
出します。 
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ナプティカルドライブ 


オプティカルディスクの取り出し（電源切断時） 

外部電源またはバッテリ電源を利用できないときは、が下の手順で操作 
します。 

し ドライブのフロントパネルにあるリリースアクセスにクリップ〇 
の端を差し込みます。 

2. クリップをそっと押して、メディアトレイが少し押し出された状態 
になったら、トレイをゆっくりと引き出します@。 

3. 回転軸をそっと押しながらディスクの端を持ち上げて、トレイから 
ディスクを取り出します®。ディスクを披うときは、表面に触れな 
いように端を持ってください。 

%. メディアトレイが完全に開かない場合は、ディスクを注意深く傾けて取り 
出します。 


■社- - 



4. メディアトレイを閉じ、取り出したディスクを保護ケースに入れま 
す。 


ドライブ 
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ナプティカルドライブ 


スリープまたはハイバネーシヨンの防止 

A を意： オーディオやビデオの劣化または再生機能の損失を防ぐため 、 CD 
や DVD の読み取りまたは書き込みをしているときにスリープまたはハ 
イバネーシヨンを起動しないでください。 

また、情報の損失を防ぐため、 CD や DVD への書き込み時にスリープま 
たは ハイ バ ネー シヨンを起動しないでください。 


ドライブメディア （ CD や DVD など）を再生中にスリープまたはハイバ 
ネーシヨンを起動した場合、次のことが発生します。 

■ 再生が中断される場合があります。 

■ 再生を続行するかどうかを確認する警告メッセージが表示される場 
合があります。 この メッ七ージが表示されたら、 [いいえ] をクリッ 
クします。 

■ CD または DVD を再び起動して、オーディオまたはビデオの再生を 
再開する必要がある場合があります。 
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◎ Copyright 2007 Hewlett-Packard Development Company, L.R 

本書に掲載されている会をあ、製品あはそれぞれ各社の商標または登録商標です。 

本書の内容は、将来予告なしに変更されることがあります。 HP 製品およびサービ 
スにがする保証は、当該製品およびサービスに付属の保証規定に明示的に記載さ 
れているものに限られます。 本書のいかなる内容も、当該保証に新たに保証を追 
加するものではありません。 本書の内容につきましては万全を期しておりますが、 
本書の技術的あるいは校正上の誤り、省略に巧して責任を負いかねますのでご了 
承ください。 

本製品は、日本国内で使用するための仕様になっており、日本国外では使用でき 
ない場合があります。 

本書に記載されている製品情報は、日本国内で販売されていないものも含まれて 
いる場合があります。 

下の記号は、本文中でを全上重要な注意事項を示します。 


A 警告： その指示に従わないと、人体への傷害や生命の危険を引き起こす恐れがち 
ると いう警告事項を表します。 


A を意： その指示に従わないと、装置の損傷やデータの損失を引き起こす恐れがち 
,るという注意事項を表します。 
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